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1.緒 言

従来 の管理方法 と異な り非 水滴定(電 導度滴定D)を 応用 して浴 中の樹脂成分濃度を直接 定

量する方法2))を 述ぺ る。

2塗 料 と電着機構

④ アクリ・レ系

アクリル酸エ ステル類、 メタァク リル酸エステルのモンマーの外に次 のような官能基 を有

す るものか ら出来てい る。

-COOH(カ ルボオキ シル基)

-GON耳CH20R(メ チ ロールア ミソ基)

-OH(水 酸基)

○

(エ ポキ シ基)

-C且GH2

③ アルキ ソ ド系

フタール酸等に グリセ リソのような多価アル コールの外 に脂肪酸 を反応 させて作 る。

以上の外に種類が あるが省略す る。

これ等 の樹脂 はア ミソに より中和 された形で水中に溶解 し一部,ポ リカルボ ソ酸アニナソと有

有機 ア ミソのア ソモ ニウム型カチオ ンに解離していてPHは アルカリ性で ある。

この浴 中で金属 を極 として電解すると(㊤極 に(∋に帯電 した アニオ ンが集ま り一〇Eの 放電に

よ り生ず るH+と 結 合して極面 に付着する。

更に脱 水されて浴外に と り出され乾燥硬化 する。

a管 理

1)従 来法樹脂 固形分、PH、 比低抗値、酸凪 ア ミソ量

2)本 法
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④ 非水滴定法概念

⑤ 上記を利用する示差滴定
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(TMA)に つ き述 ぺ る。
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